
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

【お問い合わせ先】 
「文京区 若者の生活と意識に関する調査」実施事務局 （調査受託：株式会社サーベイリサーチセンター） 

〒112-0004 東京都文京区後楽１丁目１－３ ５階 

電話：0120-791-196（ﾌﾘｰｺｰﾙ）平日：午前 9:00～午後５:00  メール：bunkyo-wakamono＠surece.co.jp 

【調査実施主体】文京区 子ども家庭部 子育て支援課 子育て支援推進担当 

文京区にお住まいの 19歳～39歳 の皆さんへ 

あなたの 声 を文京区へ 届  け  よ  う  ！ 

文京区では、若者支援施策を推進していくための基礎資料を

得ることを目的に、区内にお住まいの19歳～39歳の皆様全員を

対象に、アンケート調査を実施しています。 

 

若者を取り巻く環境をより良くするために、 

若者の皆さんのありのままの声をお待ちしています。 

このデザインの封筒で、案内状を郵送しています 

※ 調査は無記名式で、個々の回答やプライバシーに関わる内容が公表されることは一切ありません。 

※ 答えにくい質問には、無理にお答えいただく必要はございません。 

※ 紙の質問票での回答をご希望の方は、以下のお問い合わせ先までご連絡ください。 

 

右の二次元コードから回答フォームにアクセスし、 

案内状に記載の IDとパスワードを入力してログイン! 

ネットで回答！ 



【資料第２号】

令和７年２月１０日現在

育成会 事    業    名 開催（予定）日 場所等

礫　川 サマーファミリーフェスティバル 7月15日（月・祝） 第三中学校

朝顔・ほおずき市こども広場 7月20日（土）・21日（日） 礫川地域活動センター前

ダンス教室 10月20日（日） 柳町小学校

第48回礫川マラソン大会 11月24日（日） 礫川地区内

親子ふれあい料理教室 3月2日（日） 茗台中学校

大  原 合同ラジオ体操会 7月27日（土） 駕籠町小学校

盆踊り大会（中止） 8月31日（土） 駕籠町小学校

ハロウィン２０２４ 10月27日（日） 大原地区エリア

（南会津町合同雪遊び） 2月9日（日） 林町小学校

大　塚 カプラで遊ぼう 6月9日（日） ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

　 落語ワークショップ 10月13日（日） 大塚地域活動センター

学校対抗ボッチャバトル 1月19日（日） 窪町小学校

SEJｓ中学生文化祭 3月23日（日） 茗台中学校

音　羽 カヌー教室 7月28日（日） 関口台町小学校

　 小日向クエストダンジョンからの脱出 8月24日（土） 小日向台町小学校

　 星空観測会 12月14日(土) 青柳小学校

　 わくわく冬体験お味噌作り 2月8日（土） 音羽中学校

フォトスポットで撮ろう（小・中学校卒業式） 3月19日（水）・25日（火）
音羽中学校、小日向台町・
青柳・関口台町小学校

地域ふれあいコンサート 3月22日（土） 音羽中学校

湯　島 野外活動 8月25日（日）～27日（火） 八ヶ岳高原学園

地域こどもプラザ 10月6日（日） 本郷台中学校

美と生活 10月27日（日） 湯島小学校

　 スキー＆スノボ（宿泊） 1月18日（土）～19日（日） 湯の丸高原スキー場

親子でボッチャ大会 2月2日(日) 湯島小学校

青少年リーダー育成事業 通年

向  丘 親子防災教室 6月30日(日) 駒本小学校

出前バルーン教室 7月12日(金) 第一幼稚園

プール開放（中止） 7月27日（土）・28日(日) 第六中学校

野外活動（バスハイク） 10月27日(日) こもれび森のｲﾊﾞﾗｲﾄﾞ

ケーキ作り 12月8日(日) 第六中学校

委員研修 2月 向丘地域活動センター

親子ペンシルバルーン教室 3月 向丘地域活動センター

令和６年度　文京区青少年健全育成会事業について



【資料第２号】

令和７年２月１０日現在

育成会 事    業    名 開催（予定）日 場所等

令和６年度　文京区青少年健全育成会事業について

根  津 ファミリーレクリエーション 6月29日（土） 科学技術館

どじょうつかみ大会 7月7日（日） 根津小学校

プール開放(汐見青少年健全育成会と共催) 8月3日（土）・4日（日） 第八中学校

根津・千駄木下町まつり 10月12日（土）・13日（日） 根津神社

児童館まつり（ねづまつり） 10月26日（土） 根津児童館

親子もちつき大会 12月8日（日） 根津小学校

雪あそび（宿泊） 2月8日（土）～9日（日） 那須甲子青少年自然の家

ふれあい館まつり 2月15日（土）・16日（日） 不忍通りふれあい館

汐　見 プール開放(根津青少年健全育成会と共催） 8月3日（土）・4日（日） 第八中学校

施設見学会 8月17日（土） つくばエキスポセンター等

根津・千駄木下町まつり 10月12日（土）・13日（日） 根津神社

スキー行事（宿泊） 1月25日（土）～26日（日） 湯の丸高原スキー場

千駄木フェスティバル（中学生による企画事業） 2月11日（火・祝） 第八中学校

千駄木マラソン大会 3月2日（日） 汐見地区内

駒  込 ワンデイハイキング（夏の生物観察会） 7月7日（日） 観音崎公園

プール開放 7月21日（日） 第九中学校

納涼会 8月3日（土） 富士神社

親子ふれあいスポーツまつり 12月8日(日) 第九中学校

クッキー教室 12月15日(日) 第九中学校

冬は社会科見学（バス） 2月9日（日） 大谷石地下採掘場跡

駒込音楽会－青山広志先生のおしゃべりコンサート 3月8日(土) 本駒込地域活動センター

合同事業 文の京こどもまつり 11月10日(日) 教育の森公園等

機関誌「やんぐ」の発行（２回） 夏号（7月）・春号（3月）　発行



【資料第３号】 

文京区青少年プラザ（b-lab）の運営について 

１ 施設概要 

⑴ 場  所  文京区湯島 4－7－10 

⑵ 開 館 日  通年開館（年末年始を除く） 

⑶ 開館時間  午前 9時から午後 9時まで（中学生の利用は午後 8時まで） 

⑷ 利用対象  主に区内在住・在学の中学生及び高校生 

⑸ 設置施設 

 

２ 利用実績（令和 6年 4月～12 月分） 

⑴ 新規登録者数                                （単位:名） 

※令和 5年 4月～12 月：1,854 名（中学生：1,158 名 高校生：696 名） 

※令和 5年度新規登録者数：2,158 名（中学生：1,330 名 高校生：828 名） 

⑵ 来館者数                                  （単位:名） 

※令和 5年 4月～12 月：23,121 名（中学生：11,857 名 高校生：11,264 名） 

※令和 5年度来館者数：30,552 名（中学生：15,358 名 高校生：15,194 名） 

 

３ 令和 6年度実施事業 

 ⑴ 主な定期講座・イベント 

   ア 自習応援！マナビ場（定期講座） 

   中高生の自習の場として、皆が勉強に向き合える空間を館内で提供している。 

 イ b-sports（定期講座） 

 毎月１回、中高生が体を動かして一緒に遊ぶ機会を提供している。 

 ウ 音楽講座（定期講座） 

 尚美ミュージックカレッジ専門学校とのコラボイベントや、「ドラムこそ練」等、気軽に楽

器を演奏できる機会を提供している。 

エ アソビ場（定期講座） 

施設名 主な仕様・利用想定 

中高生談話スペース 談話、読書、自習、工作、PC貸出等 

ホール ダンス、演劇等 

音楽スタジオＡ 楽器演奏（グループ） 

音楽スタジオＢ 楽器演奏（個人） 

プレイヤード 屋外での軽運動 

自習室（教育センター研修室） 教育センター研修室の利用がない時は自習室として活用 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

中学生 210 89 89 100 89 69 105 66 86 903 

高校生 119 86 76 136 74 49 63 34 51 688 

合計 329 175 165 236 163 118 168 100 137 1,591 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

中学生 1,253 1,127 1,156 1,307 1,252 1,149 1,189 1,157 1,255 10,845 

高校生 1,501 1,277 1,375 1,673 2,082 1,582 1,351 1,154 1,570 13,565 

合計 2,754 2,404 2,531 2,980 3,334 2,731 2,540 2,311 2,825 24,410 



  毎週 1回、実験や工作を通じて中高生同士の交流を深める機会を提供している。 

⑵ フェス事業 

 年 3 回（夏・冬・春）、主にライブやダンス発表等を開催。「b-lab サークル」の活躍の場として

も位置付けている。 

ア 夏フェス 

8 月 21 日（水）・22 日（木）に各サークルによる展示・企画、バンドやダンス発表等を実施。 

イ 冬フェス 

 12 月 26 日（木）・27 日（金）に各サークルによる展示・企画、バンドやダンス発表等を実

施。 

ウ 春フェス 

 3 月 29 日（土）にシビックホール小ホールにてバンドやダンスの発表、30 日（日）に b-lab

館内にて b-lab10 周年生誕祭と銘打ったイベントの実施、31日（月）に b-lab 館内にてバンド

やダンス発表のほか、各サークルの活動報告及び卒業式イベントを実施予定。 

⑶ 地域連携事業 

  中高生が館内だけではなく地域においても活動・活躍の機会を持てるよう、青少年健全育成会等

の関係機関との連携を進めている。 

ア 青少年健全育成会との連携 

中高生が、礫川青少年健全育成会による「サマーファミリーフェスティバル」におけるクイズ

ブースの運営や「みんなでダンス」における小さい子向けのダンス指導、根津青少年健全育成会

による「親子もちつき大会」の運営補助、湯島青少年健全育成会による「地域こどもプラザ」の

運営補助に参加した。 

イ 児童館との連携 

中高生が、本郷児童館にて「折り紙教室」「ダンス教室」で講師として活躍。折り紙やダンスを

通じて児童と交流した。 

ウ コミュニティプラザ（青少年委員会事業） 

   シビックホール小ホールにて開催され、b-lab からは rai・ダンスサークル・工芸ダンスサーク

ルが出演。また出演したメンバーは、司会や照明スタッフとしても参画するなど、中高生の多方

面での活躍が見られた。 

 

４ 広報活動 

⑴ WEB 媒体での広報 

ア WEB サイト（http://b-lab.tokyo/） 

イ X（@blab_tokyo） 

ウ LINE@ 

エ Instagram 

オ YouTube 

⑵ 紙媒体での広報 

ア 広報誌「Bunkyo teens magazine Cha!Cha!Cha!」 

イ b-lab たより（生徒向け） 

ウ b-lab 通信（教員向け） 

 

 

 



５ 出張 b-lab 

区立中学校を対象とした出張授業を実施。b-lab 運営業務事業者の NPO 法人カタリバによるキャリ

ア学習プログラム「カタリ場」を行い、大学生及び社会人スタッフと生徒の対話を軸に、進路意識の

向上や将来への希望・意欲の創出を図っている。 

今年度は、7月 4日（木）5～6時間目に文林中学校の 2年生に向けて実施した。少人数での談話や

個人ワークシートを通して、生徒が自分自身と向き合う時間を提供し、進路選択の一歩を踏み出すき

っかけを生み出した。 

また、スライドや資料を用いた b-lab の施設・事業紹介を行い、中高生が気軽に大人と話せる場、

「やってみたい」ができる場としての利用を促している。 

 

６ 出張マナビ場 

 令和 5年 4月に中央大学茗荷谷キャンパス敷地内に開設された、大塚地域活動センターのオープン

スペースにて、中高生世代を対象に毎週火・金曜日の 16時半から 19 時半まで、自主学習事業を実施。

皆で机を囲んで分からない問題を教え合ったり、学習の合間にスタッフと勉強や進路について相談す

る等、利用者に寄り添った事業を展開している。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 

利用者数 53 75 80 62 69 87 124 126 83 759 

実施回数 9 9 8 9 10 8 9 9 7 78 

 

７ 青少年プラザ開設 10 周年記念報告会「b-lab の歩みと未来」 

 b-lab が、開設 10 年目を迎えたことを記念し、これまでの 10 年間を振り返る「報告会」を、令和

７年 1月 24 日（金）に、青少年プラザの研修室において２部形式で開催した。なお、報告会の様子は

オンライン（Zoom）でもライブ配信を実施した。 

 

 【第１部 報告会】 

1. 成澤区長挨拶             

2. 文京区における b-lab 開設の経緯等  【児童青少年課長 鈴木 大助】 

3. b-lab10 年間の歩み          【b-lab 館長 山本 晃史】 

4. 活動発表              【利用者 ３名】 

5. 元利用者による b-lab での思い出   【OB・OG ２名】 

【第２部 基調講演】 

題目「こどもの居場所づくり」 

講師：文教大学人間科学部准教授 青山 鉄兵 氏 

＊質疑応答 

 

会場には、b-lab での活動の様子が参加者へより伝わるよう、年度毎の写真パネル展示も行った。 

当日は、約 130 名（現地参加約 50名、オンライン参加約 80名）の方にご参加いただき、終了後に

回収したアンケートでも多くの参加者が、【大満足】との回答であった。 

 

  ≪参加者の声（今日の内容で印象的であった点）≫ 

  ・活動発表により b-lab が中高生にとって有益な場所であることが理解できた。 

  ・利用者、OB・OG からの報告で、いかに中高生世代の居場所が必要であるということが分かった。 

  ・活動発表の中で各人が活動を通じて変化していく過程がよく分かり印象的であった。 

  ・これ程人気のある場所になっているとは思っていませんでした。中高生が行きたいと思って集ま

れる場を大切にし続けてください。 

 



８ 今後の取組み 

⑴ b-lab 内外での中高生アクションを促進する 

 b-lab で育まれてきた「自主企画」「サークル」「ユース館長」という仕組みと文化を土台に、中高

生アクションのさらなる促進に力を入れる。特に、b-lab の外では、「サークル」を中心に青少年健全

育成会や児童館といった地域の皆様との連携を進める。 

⑵ 中高生とつくる、中高生がつくる b-lab を広げる 

b-lab をよりよい環境にするように活動する「ユース館長」を中心に、中高生発案で様々なプロジ

ェクトに取り組む。例えば、これまで職員が判断していた意見箱は、意見への対応を、ユース館長を

中心とした中高生と一緒に考える。また、次の 10 年を中高生と一緒に考えていけるように、湯島の

b–lab の魅力や価値が伝わるようなキャッチコピーを、中高生とスタッフで協働して作成する。 

⑶ ユニバーサルデザイン 

 b-lab には、多様な個性や異なる価値観を持つ中高生が多く利用している。一人ひとりの個性を理

解し尊重していくために、ユニバーサルデザインの視点から b-lab を見直し、改善にチャレンジす

る。「ユース館長」の一貫として、「やさしい日本語表記」や「イヤーマフ（聴覚保護用防音具）」の

導入など、すべての中高生が使いやすい b-lab となるように、専門家や中高生と一緒に動いていく。 

⑷ 10 周年ソング（継続事業） 

 b-lab10 周年を記念して、2024 年度からスタートした「10 周年ソング作り」のプロジェクトにつ

いて、引き続きより多くの中高生を巻き込みながら進めていく。12 月の冬フェスからこれまで、歌

詞やメロディーのアイデアを中高生から募集しており、4月以降、これらをもとに曲へと仕上げてい

くためのワークショップを複数回実施予定である。本ワークショップは、作詞作曲のノウハウを持つ、

尚美ミュージックカレッジの先生方との共同実施となる。曲作りや完成後の発表・活用を通して、中

高生が b-lab に愛着を感じる一端にできればと考えている。約 1年間かけて、曲作りを行い、2025 年

度の冬フェスでの発表を予定している。 



  

 

【資料第４号】 

 

 

  

新たな青少年プラザの基本設計（案）について 
 

１ 概要 

「文の京」総合戦略（令和６～９年度）で示したとおり、中高生世代の自主

的な活動を応援する取組の充実や活動の場の拡充が必要であるため、区内２か

所目となる新たな青少年プラザを建設する。 

なお、本施設内に育成室の併設を検討していたが、中高生の居場所の更なる

充実を図るため、同地区内での整備を検討する。 

 

２ 敷地概要 

⑴ 所 在 地 文京区大塚一丁目５番 17 号 

⑵ 敷地面積 390.11 ㎡ 

⑶ 建 蔽 率 70％（60％＋耐火 10％） 

⑷  容 積 率 300％ 

⑸ 用途地域 第一種中高層住居専用地域 

 

３ 主な意見 

 ⑴ 中高生 

「静かに集中して自習ができる」、「落ち着いた空間で会話をしながら自習

やクリエイティブな活動ができる」、「賑やかにゲームや談笑ができる」とい

った階層ごとのイメージ提案があった。また、「自習室・音楽スタジオがほし

い」、「高速 Wi-Fi」、「シアタールーム」、「机は仕切りがあり、スマホ等の充電

が可能なコンセントがある」等の意見があった。 

 ⑵ 小学生 

  新たな青少年プラザでやってみたいこと（興味・関心があること）を尋ね

たところ、低学年・高学年ともに「スポーツ・運動」と「ゲーム・読書」の回

答が多く、次いで「料理・お菓子作り」、「工作」の順となった。 

 ⑶ 地域（青少年健全育成会・町会等） 

   「キッチンスタジオのようなスペース」、「そこに行かないと経験できない

もの」、「着替えるスペース」、「勉強した後に息抜きができるスペース」、「だ

らだらできる場所や、ホッとできる場所」等の意見があった。 

 

４ 基本設計の考え方 

⑴ 基本コンセプトは、現青少年プラザと同様に、「中高生の自主性・社会性を

応援する施設」、「中高生の秘密基地」とする。 

⑵ 各階をゾーン分け（交流を図るフロア、体を動かすフロア、読書や音楽、

工作などの創作的活動ができるフロア、静かに勉強ができるフロア）するが、

緩やかな繋がりを持たせた設計とする。 

⑶ 環境に配慮した、すべての人が利用しやすい施設に向けて、公共施設等総

合管理計画に基づき、脱炭素化に向けた ZEB 化・省エネルギー化の推進やユ

ニバーサルデザインへの対応を図る。 



  

 

５ 想定スペース 

階層 構成 

４階 自習室（３室） 

３階 音楽スタジオ（２室）、クリエイティブスペース（工作室） 

２階 談話スペース、シアターゾーン 

１階 談話スペース、アイランドキッチン 

地下１階 ホール（軽運動室） 

 

６ 今後のスケジュール（予定） 

令和７年４月～ 現建物の解体工事 

     10 月 埋蔵文化財調査 

令和８年７月～ 建設工事 

令和 10 年度 開館 

 



【資料第５号】 

 

 

中高生居場所事業「 AQUABASE（アクアベース）」の実施について  

 

 

１ 概  要  

中高生の居場所が求められる中、インキュベーションオフィス「 GROWTH 文 

京飯田橋」に関連し たスタートアップと 連携して、中高生専 用の居場所事業 を

実施し、中高生の自主的な活動を応援する。  

  なお、本事業は、区と連携協定を締結した住友不動産株式会社との 連携・協

力事項の一環として実施する ものである 。  

 

２ 所 在 地 

  文京区後楽２―３― 21（株式会社イノカ １階オフィス内）  

 

３ 対  象 

  区内在住・在学 ・在勤の中高生世代  

 

４ 開 始 日 

  令和７年 ５月７日（水）  

 

５ 運 営 日 

 水・金曜 15 時〜 19 時 

    土曜 13 時〜18 時 

  ※年末年始は除く。  

 

６ 事業内容  

 ⑴  Wi-Fi 環境のある居場所は、最大 30 名が利用可能で、自習やゲーム、飲食

等が自由にできる。  

⑵ 海洋生物に関す る専門家が常駐して おり、自然科学をテ ーマとした実験 教

室やワークショップ等を定期的に開催する。  

 

７ 運  営 

  本事業の運営は、株式会社イノカ に委託する。  

 

８ 今後のスケジュール（予定）  

令和７年 ４月 運営準備、事業周知  

    ５月 運営開始  

 

 



【資料第６号】 

「子ども１１０番」事業について 

１ 事業の目的と概要 

  「子ども１１０番事業」は、子どもたちが身の危険を感じた時に、一時的に避難できる場所

を確保し、子どもたちの安全を地域ぐるみで守ること、子どもたちに対する凶悪犯罪を未然に

防止する犯罪抑止効果と、地域の防犯意識の向上を目的としている。 

 

２ これまでの経緯 

平成９年度より開始され、平成１４年度には、子どもたちをめぐる状況が深刻化しているこ

とを踏まえ、区立小学校ＰＴＡ連合会の協力のもとに、ステッカー貼付場所の確認を行い、事

業協力者の名簿を作成した。名簿化に伴い「協力者見舞金制度」を創設するとともに、各区立

小学校・各区立小学校ＰＴＡ・区内警察署・文京区で名簿を共有するなど、連携体制の強化や

事業の充実を図ってきた。 

 

３ 協力者数（令和７年２月５日現在） 

  １，６０６件 

 【内訳】 

店舗・個人宅等  １，４６６件（協力者数の推移は別紙のとおり） 

   区施設        １４０件 

〇子どもの駆込み発生件数   ０件 

 

４ 主な事業内容 

（１） 児童への啓発 

     区立小学校及び区内国立・私立小学校１年生全員に啓発用ステッカー（５cm）を配布 

（２） 貼付状況の調査（年１回） 

区立小学校ＰＴＡの協力による、協力者名簿に基づくステッカー貼付状況の調査 

    ※令和６年度調査期間：令和７年１月２５日（土）～３月９日（日） 

（３） 協力者見舞金制度 

    補償期間：１年（各年４月１日～３月３１日） 

     見舞金制度（保険料は区で負担） 

     ア．死亡・後遺傷害 １千万円   イ．入院   ５万円 

     ウ．通院       １万円   エ．建物損害 ３万円 （いずれも上限額） 

（４） 感謝状の贈呈 

    子ども１１０番事業に５年以上協力し、協力を継続できなくなった協力者に対して、文京

区青少年問題協議会より感謝状を贈呈する。  

※令和６年度実績：４４件 

 

５ その他 

小学校や児童館、育成室においても、自主的に地域の子ども１１０番貼付場所の確認や、子

ども１１０番の家に駆け込む訓練等を行っている。 

 

６ 今後に向けて 

  個人の協力者は、高齢化やマンションのオートロック化などにより、年々減少している。ま

た、事業所や店舗においても閉店や移転での継続不可の申し出も多く減少傾向にある。 

引き続き、文京区商店街連合会の協力を得るなどして、新規の店舗や事業所等、実際に子ど

もたちが駆け込みやすい場所を中心に協力の呼びかけを行い、事業の充実を図っていく。 

ステッカー 



別紙

基準日 件数 前年度比
年度中の

新規協力者数
年度中の
削除者数

平成14年4月1日 1,475

平成26年4月1日 1,661 -33 46 60

平成27年4月1日 1,647 -14 71 81

平成28年4月1日 1,637 -10 26 43

平成29年4月1日 1,620 -17 64 65

平成30年4月1日 1,619 -1 98 110

平成31年4月1日 1,607 -12 78 74

令和2年4月1日 1,612 5 80 75

令和3年4月1日 1,602 -10 7 17

令和4年4月1日 1,565 -37 3 40

令和5年4月1日 1,474 -91 45 136

令和6年4月1日 1,445 -29 27 56

令和7年2月5日 1,466 21 29 8

【内訳】　総数1,466件・・・個人宅：441件、店舗・事業所：1,025件

  　　　　新規 　29件・・・個人宅：4件、店舗・事業所：25件

  　　　　削除 　 8件・・・個人宅：5件、店舗・事業所：3件

【資料第６号】

※　区施設は除く

子ども110番協力者数の推移



別紙



【資料第７－１号】 

 

不健全図書類販売状況調査結果について 

 

 

１ 不健全図書類販売状況調査とは 

東京都青少年の健全な育成に関する条例（以下、都条例という。）の規定に

よる不健全図書類の規制の順守状況について、東京都青少年健全育成協力員に

よる新刊書店、古書店、コンビニ店、レンタルビデオソフト店、ゲームソフト

店等への環境浄化活動を実施している。 

※図書類：書籍、雑誌、ビデオテープ、DVD、CD-ROM、テレビゲームソフ

ト等 

 

 

２ 令和 5 年度調査結果について（別紙のとおり） 

指定図書及び表示図書は、区内の調査店舗 12 店舗では販売されていなかっ

た。 

※指定図書：都条例に基づき、青少年の健全な育成を阻害するおそれがあると

認められるもので、東京都青少年健全育成審議会にて指定された

図書類 

※表示図書：都条例に基づき、図書類発行業者が青少年の健全な育成を阻害す

るおそれがあると認められる場合に、青少年が閲覧することが適

当でない旨を表示するよう努めた図書類 



別紙

有 無 有 無 有 無 有 無 有 無 有 無

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本 8 8 8 8 8

ビデオ 0 0 0 0

ゲーム 0 0 0 0

8 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 8 0 0 0 0 8

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本 0

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本

ビデオ

ゲーム

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本 4 4 4 4 4

ビデオ 0 0 0 0 0

ゲーム 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 0 4

本 12 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 12 0 0 0 0 12

ビデオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ゲーム 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 12 0 0 0 0 12
※報告数は、４月から３月分の活動累計分

11 2

11 0

計 4

2月

3月

11 0

11 0

12月

1月

11 0

11 0

10月

11月

11 0

11 0

8月

9月

11 2

11 0

6月

7月

11 0

11 04月

5月

区分陳列 包装 区分陳列不明

有

無 不明

標記図書有の場合 特に
問題
なし

区分陳列 掲示
不明

条例の施行状況 自主規制状況
青少年制限掲示状況

指定図書 表示図書

【資料第７－１号】

成年向け図書と思われる図書

有

無 無 不明

有

包装

令和5年度　東京都青少年健全育成協力員による環境改善活動報告状況
単位：(店）

　
実施月

委嘱
者数
（人）

活動
者数
累計
（人）

調査店
舗種別

調査店
舗累計



【資料第７－２号】 

 

書店・メディア等に対する要請について 

 

１ 概要 

書店・ビデオ等取扱店・コンビニエンスストアやメディア関連団体に対し、青少年

の健全育成を推進するため、自主規制の要請文を送付し、より良い地域環境づくりに

取り組んでいる。 

 

２ 要請文（案） 

別紙のとおり 

 

３ 送付先 

（１）区内書店等 １４０店舗（令和５年度実施実績） 

（２）メディア関係等 １１団体 

  ①テレビ放送 

   日本放送協会    

一般社団法人日本民間放送連盟 

   一般社団法人全日本テレビ番組製作社連盟 

   東京ケーブルネットワーク株式会社 

   一般社団法人衛星放送協会 

 

 ②インターネット関連 

   一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 

   グーグル合同会社 

   ＬＩＮＥヤフー株式会社 

 

 ➂携帯電話各社 

   株式会社ＮＴＴドコモ 

   ＫＤＤＩ株式会社 

   ソフトバンクグループ株式会社 

  

 

 

 



（案） 
 

２０２4 文教教児第   号 

令 和 ７年  月  日 

 

文京区内  

書籍・ビデオ・DVD ソフト販売店店長 

ビデオ・DVD ソフトレンタル店店長  各位 

コンビニエンスストア店長 

 

 

文    京    区 

文京区青少年問題協議会 

 

 

青少年の健全な育成を阻害するおそれのある書籍、ビデオ・DVD ソフト等の販売、

レンタルの自主規制等の推進について（お願い） 

 

 

時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日ごろより青少年の健全育成に関して、格別のご配慮を賜り厚く御礼申し上げます。 

次代を担う青少年が心身ともに健やかに成長することは、私たち共通の願いであり、

そのための良好な地域環境を形成していくことは、私たち大人の責務であります。 

文京区におきましても「東京都青少年の健全な育成に関する条例」に基づき、青少年

に対する不健全な図書、ビデオ・DVD ソフト等の販売、レンタル等の自主規制を呼び

かけています。また、指定図書類・表示図書類の包装、区分陳列をお願いします。 

貴店におかれましては、上記の趣旨をご理解いただき、引き続きご協力を賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

                【事務局】 

                          文京区教育推進部児童青少年課青少年係 

TEL：03-5803-1186 / FAX：03-5803-1368 

                            E-mail：b702000@city.bunkyo.lg.jp 

【資料第７－２号】 

別紙 



（案） 
 

２０２4 文教教児第    号 

令 和 ７年  月  日 

 

 

テレビ番組制作・放送関係事業者団体 各位 

 

 

文    京    区 

文京区青少年問題協議会 

 

 

青少年の健全な育成を阻害するおそれのある番組制作及び放送の自主規制について（お

願い） 

 

 

時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

貴社におかれましては、日頃よりテレビ番組制作・放送に関し、青少年の健全な育成

にご配慮を賜り、厚くお礼申し上げます。 

テレビ放送は社会的な価値判断の基準となる重要な役割を持つとともに、青少年の人

格形成に大きな影響力を有します。このため、今後とも青少年の健全な育成を阻害する

おそれのある番組制作及び放送がなされないよう、良識に基づいたご配慮を賜りますよ

う、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                【事務局】 

                          文京区教育推進部児童青少年課青少年係 

TEL：03-5803-1186 / FAX：03-5803-1368 

                            E-mail：b702000@city.bunkyo.lg.jp 



（案） 
 

２０２4 文教教児第    号 

令 和 ７年  月  日 

 

 

インターネット関連事業者団体 各位 

 

 

文    京    区 

文京区青少年問題協議会 

 

 

青少年の健全な育成を阻害するおそれのある情報の自主規制について（お願い） 

 

 

時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

貴団体におかれましては、インターネット事業に関し、青少年の健全な育成にご配慮を

賜り、厚くお礼申し上げます。 

インターネットは国民の社会活動、文化活動、経済活動等のあらゆる活動の基盤となる

等国民生活にとって必要不可欠な存在となっておりますが、一方で、インターネット上に

おける児童ポルノの公然陳列、違法な出会い系サイト、規制薬物の濫用をそそのかす情報

等の法令に違反する、または、公序良俗に反する情報の流通が社会問題となっております。 

つきましては、青少年の健全な育成を阻害するおそれのある情報の取扱いについて、セ

キュリティやフィルタリングの強化等、引き続きご配慮を賜りますよう、ご理解、ご協力

をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

                【事務局】 

                          文京区教育推進部児童青少年課青少年係 

TEL：03-5803-1186 / FAX：03-5803-1368 

                            E-mail：b702000@city.bunkyo.lg.jp 



（案） 
 

２０２4 文教教児第    号 

令 和 ７年  月  日 

 

 

携帯電話会社 各位 

 

 

文    京    区 

文京区青少年問題協議会 

 

 

青少年の健全な育成を阻害するおそれのある情報の自主規制について（お願い） 

 

 

時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

貴社におかれましては、インターネット事業（モバイルコンテンツ事業）に関し、青少

年の健全な育成にご配慮を賜り、厚くお礼申し上げます。 

インターネット（携帯電話）は国民の社会活動、文化活動、経済活動等のあらゆる活動

の基盤となる等国民生活にとって必要不可欠な存在となっておりますが、一方で、インタ

ーネット上における児童ポルノの公然陳列、違法な出会い系サイト、規制薬物の濫用をそ

そのかす情報等の法令に違反する、または、公序良俗に反する情報の流通が社会問題とな

っております。 

つきましては、青少年の健全な育成を阻害するおそれのある情報の取扱いについて、セ

キュリティやフィルタリングの強化等、引き続きご配慮を賜りますよう、ご理解、ご協力

をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

                【事務局】 

                          文京区教育推進部児童青少年課青少年係 

TEL：03-5803-1186 / FAX：03-5803-1368 

                            E-mail：b702000@city.bunkyo.lg.jp 

 









「、年末年始除く」追記

「、年末年始除く」追記

修正内容










